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鳥取県オーケストラ連盟
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とりぎん文化会館 梨花ホール
14:00開演（13:30開場）

全自由席：一般1500円（当日2000円）   高校生以下500円（当日1000円）未就学児入場不可
主催：鳥取県オーケストラ連盟
特別共催：（公財）鳥取県文化振興財団
共催：鳥取県文化団体連合会、鳥取市交響楽団、倉吉室内合奏団、
　　　米子管弦楽団、鳥取大学フィルハーモニー管弦楽団
後援：鳥取県、朝日新聞鳥取総局、山陰中央新報社、新日本海新聞社、毎日新聞鳥取支局、
　　　読売新聞鳥取支局、TSKさんいん中央テレビ、BSS山陰放送、日本海テレビ、
　　　いなばぴょんぴょんネット、日本海ケーブルネットワーク

とりぎん文化会館、鳥取市民会館、鳥取市文化センター、
アコヤ楽器店、丸由百貨店、エースパック未来中心、
アルテプラザ、WEBチケとっとり

お問い合せ

プレイガイド

鳥取県オーケストラ連盟事務局長　井上拓也
電話090-4807-1339　takuinou@gmail.com

世界で絶賛される新星ピアニストと共演！！ 感動のチャイコフスキー！！

��月��日日����年

エネルギア文化・スポーツ財団助成事業（申請中）　鳥取県文化団体連合会主催事業　ごうぎん文化振興財団助成事業
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鳥取県オーケストラ
連盟演奏会 鳥取公演

シューベルト
「ロザムンデ」序曲

チャイコフスキー
ピアノ協奏曲第1番  変ロ短調

シューマン
交響曲第1番  変ロ長調「春」



指　揮　大 井　駿
	����������
����������

ピアノ　田所 光之 マルセル
�������
��������������
���

©�������������©����������������
��

　1993年、東京都出身。幼少期を鳥取市で過ごす。2022年、第１回ひろしま
国際指揮者コンクールにて第1位、ならびに細川賞を受賞。ヤマハ音楽奨学支
援制度創設以来初となる指揮専攻奨学生や、ローム・ミュージック・ファン
デーション奨学生として、パリ地方音楽院ピアノ科、ミュンヘン国立音楽演
劇大学古楽科、ザルツブルク・モーツァルテウム大学ピアノ科、ザルツブルク・
モーツァルテウム大学指揮科、同大学指揮科修士課程、バーゼル・スコラ・
カントルム大学院フォルテピアノ科を修了。指揮をB.ヴァイル、I.マリン、ピ
アノをA.グロートホイゼン、チェンバロとフォルテピアノをC.ショルンスハ
イムとE.トルビアネッリの各氏に師事。
　これまで指揮者やソリストとして東京都交響楽団、読売日本交響楽団、東
京フィルハーモニー交響楽団、広島交響楽団、広島ウインドオーケストラ、モ
ーツァルテウム管弦楽団、マイニンゲン宮廷楽団、パリ警視庁吹奏楽団、ニュ
ルンベルク歌劇場合唱団などと共演するほか、オーストリア国営放送ORF
「Ö1 Talentbörse」、テレビ朝日「題名のない音楽会」などのメディアにも多数
出演。
　ピアニスト、古楽器奏者や通奏低音奏者としても活動しており、2020年に
は迎賓館赤坂離宮にて皇室所蔵の1906年製エラールを用いたリサイタルも
おこなっている。
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　1995年、鳥取県内のオーケストラ文化の発展を目的に発足。県下のアマチュアオー
ケストラ４団体（鳥取市交響楽団、米子管弦楽団、倉吉室内合奏団、鳥取大学フィルハ
ーモニー管弦楽団）が加盟し、東部、中部、西部の順に年１回演奏会を開催している。

　2021年のエリザベート王妃国際コンクールでセミ・ファイナリスト、モン
トリオール国際音楽コンクールではファイナリストとなり、2022年はヴァン・
クライバーン国際ピアノコンクールでジョン・ジョルダーノ審査員長特別賞、
サンタンデール国際ピアノコンクールでは第3位を受賞。一躍脚光を浴びた。
これまでにウラル・フィルハーモニー管弦楽団、フォートワース交響楽団、
ワロニーロイヤル室内管弦楽団などのオーケストラと共演。
　日本人の父とフランス人の母の間に生まれ、多様な文化の中で育った幼少
期は、彼の音楽観に多大な影響を与えた。8歳よりピアノをはじめ、名古屋市
立菊里高等学校音楽科卒業後、パリ国立高等音楽院に満場一致の首席で入学。
同時期に行われたドビュッシー国際コンクールでは第2位を受賞するなど、
渡欧と同時に早くも彼の才能が認められている。そしてジャン＝フランソワ・
エッセール、フローラン・ボファール両氏のもとで学んで同音楽院ピアノ科
を卒業し、続いて同音楽院の修士課程を修了するまでに、数多くのコンクー
ルで受賞を果たした。その後も彼のピアノへの探究心は留まることなく、パ
リ・エコール=ノルマル音楽院に奨学生として入学。レナ・シェレシェフス
カヤ氏のもとでさらに自らの音楽に磨きをかけている。
　ほかにもオリヴィエ・ガルドン、マルク・ラフォレ、アレクサンダー・ロ
マノフスキ、海老彰子、田島三保子、鈴木彩香、長野量雄、水村さおりの各氏
からも教えを受け、自身の音楽をより一層厚みのあるものにしている。


